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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成21年7月2日(2009.7.2)

【公開番号】特開2008-1923(P2008-1923A)
【公開日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-001
【出願番号】特願2006-170585(P2006-170585)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  16/455    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/285    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  16/455   　　　　
   Ｈ０１Ｌ  21/285   　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｌ  21/28    ３０１Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月15日(2009.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　図１４（ｂ）は実施例１－２及び比較例１－２の結果を示したグラフである。このグラ
フに示すように比較例１－２に比べて実施例１－２で前記ＴＣにより検出されるシャワー
ヘッド４の温度は低く、従って実施例１－２のシャワーヘッド４の表面温度は比較例１－
２のシャワーヘッド４の表面温度に比べて抑えられていることが分かる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　また図１４（ｂ）のグラフの６００℃～７００℃付近の温度範囲において実施例１－２
のグラフの傾きは比較例１－２のグラフの傾きよりも小さく、従ってこの範囲において実
施例１－２では比較例１－２に比べてシャワーヘッド４の温度上昇が抑えられているとい
える。
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